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〇
 

綴
つ
て
保
存
し

ま
し
よ
う
 

〇
 

一
 

一
 

昭和39年 5 月 5 日 

日
本
体
操
祭

は
五
月
十
七

日

全
国
各
地
で
お
こ
な
わ
れ
ま
す

五
所
川
原
大
会
も
市
教
育
委
員

会
体
育
協
会
な
ど

の
主
催
で
午

前
九
時
か
ら
北
斗
グ

ラ
ン
ド
に

市
内
小
、
中
、
高
校
生
等
約

五

五
〇
〇
名
が
参
加
し
て
お
こ
な

わ
れ
ま
す
。
 

こ
の
体
育
祭
に
は
市
民
の
み

な
さ
ん
、
だ
れ
で
も
参
加
で

き

ま
す
。
 ふ
る
つ
て
参
加
し

て
く

だ
さ
い
。
 

体
育
祭
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
 

開
会
式
後
、

参
加
者
全
員

の
準

備
体
操
、

五
高
生
徒
の
日
本
体

操
研
究
会
体
操
、

五
高
、
五
農
 
 

、
五
工
高
生
徒

一
〇
〇
〇
余
名

に
よ
る
徒
手
体
操
、
五
家
生
徒
 

保
険
課
で

は
、
四
月
十
五
日

午
後

一
時
か
ら
国
民
年
金

納
入

組
合

の
代
表
者
会
議
を
中
央
公

民
館
で
開
き
ま
し

た
。
 

昭
和
三
十
八

年
度

の
優
良
組

合
に
対
す
る

県
知
事
の

感
謝
状

の
贈
呈
が
お

こ
な
わ
れ
た
後
、
 

三
時
間
余
に
お

よ
ぶ
熱
心

な
話

し
あ
い
の
結
果
、

昭
和
三
十
九

年
度
の
目
標
と
し
て
、
検
認
率

九
十
六
・

五
％
、
適
用
率

一
〇

〇
％
の
達
成

を
き
め
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
検
認
率
が
全
国
的

に
も
上
位
を
占

め
た
こ
と
で
、
 

社
会
保
険
庁
長
官
か
ら
感
謝
状

を
お
く
ら
れ

た
昭
和
三
十
八
年

度
の
成
績
を
追

い
越
す
も
の
で

そ
の
後
の
各
組
合
の
活
動
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
早
く

も
、

つ
ぎ
の
二
組
合
が
す
ば

ら

し
い
成
果
を
あ

げ
、
感
激
さ
せ
 
 

の
東
京
五
輪
音
頂
、
日
本
晴
れ

だ
よ
、
五
中
生
徒
の

組
体
操
、
 

南
小
五
小
生
徒
の
ラ
ジ

ォ
体
操

小
中
学
校
対
抗

リ
レ
ー
な
ど
で

正
午
に
は
終
る
予
定
で
す
。
 

な
お
、
同
日
雨
天
の
場
合
は

二
十
四
日
に
延
期

さ
れ
ま
す
。
 

て
お
り
ま
す
。
 

＠
旭
町
国
民
年
金

納
入
組
合
 

（組
合
長
、
高
橋
み
裏
さ
ん
）
 

・

で
は
、
四
月
二
十
四
日
に
、

三

カ
月
分
二
十
名
、

六
オ
月
分
十

三
名
、
 ー
カ
年
分
七
十
五
名
の

保
険
料
の
前
納
を
実
現
し

ま
し

た
。
 

＠
下
長
冨
国
民
年
金
納
入

組

合
（
組
合
長
、
高
橋
馨
さ
ん
）
 

で
は
、
四
月
二
十

七
日
、
組
合

長
宅
で
総
会
を
お

こ
な
い
ま
し

た
が
、
新
加
入
者

五
名
を
含
め

て
全
組
合
員

三
十
五
名
が
、
保

険
料
の
一
力
年
分
前
納
を
実
現

し
ま
し
た
。
 

こ
の
組
合
は
、

組
合
員

の
家

族
の
中
の
被
適
川
者
が

「
 
一
人

残
ら
ず
国
民
年
金
制

度
に
加
入

し
て
い
る
模
範
的

な
組
合
で
す
 

小
児
 

マ

ヒ
 
予
 
防
 

ワ
ク
チ

ン
投
与
日
程
 

昭
和
三
十
八
年
三

月
一
日
か

ら
昭
和
三
十
九
年

一
月
三
十
一

日
ま
で

に
生
ま
れ
た
赤
ち
や
ん

の
三
十
九
年
度
上
半
期
、

小
児

マ
ヒ
予
防
生
ワ

ク
チ
ソ
投
与
の

日
程
は
つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
。
 

（
カ
ツ

コ
内
は
投
与
場
所
）
 

△
五
所
川
原
、

小
曲
（
湊
団
地

十
川
町
住

宅
を
含
む
）

地
区
 

5
月
1
2日
午
後
ー
時
1
4
時
 

（
西
北
中
央

病
院
講
堂
）
 

△
長
橋
地
区
、

5
月
1
2日
午
前
 

1
0時
3
0分
ー

1
2時
（
長
橋
支

所
）
 

△
栄
地
区
、

5
月
B
日
午
後

ー
 

時
1
3
時
（
栄

支
所
〕
 

△
三
好
地
区
、

5
月
1
3日
午
後
 

ー
時
1
3
時
（
三
好
診
療
所
）
 

△
松
島
地
区
、

5
月
1
4日
午
後
 

ー
時
1
3
時
（
松

島
支
所
）
 

△
七
和
地
区
．
‘5
月
1
4日
午
後
 

ー
時
1
3
時
（
羽
野
木
沢
小
）
 

ム
飯
詰
地
区
、

5
月
1
5日
午
後
 

ー
時
、‘
3
時
（
飯

詰
支
所
）
 

△
毘
沙
門
、

長
富
地
区
、

5
月
 

1
5日
午
後

ー
時
1
3
時

（
毘

沙
門
小
）
 

△
梅
沢
地
区
、

5
月
1
8日
午
後
 

ー
時
1
3
時
（
梅
沢

支
所
）
 

△
中
川
地
区
、

5
月
1
9日
午
後
 

ー
時
1
3
時
、
中
川
支
所
）
 

な
お
、
都
合
に

よ
り
地
区
で
う

け
な
か
つ

た
方
は
、
5
月
2
0日

午
後

ー
時
か
ら

4
時
ま
で
、

西

北
中
央
病

院
講
堂
で

行
な
う
。
 

r
 

1
7日

北
斗
グ

ラ

ウ
ン
ド

で
 

体
操
祭
五
所
川
原
大
会
 

早

く
 
も

保

険
料
 

の
 

ー
カ
 
年
 
分
 を
前
 
納
 

廿
旭
町
・
下

長
富
国
民

年
金
納
入

組
合
で

廿
 

ク
 

鯉
 

ク
 

淵
を

こ
・プ」
せ
せ
ら
ぎ
を
わ
た
り
 

そ
の
滝
に
た
ど
り
つ
い
た
と
き
 

白
い
し

ぶ
き
の
な
か
で
 

は
ね
て
は
い
く
ど
も
失
敗
し
た
が
 

お
前
は
い
さ
さ
か
も
ひ
る
ま

な
か
つ
た
。
 

む
し
ろ
そ
の
宿
命
を
よ
ろ

こ
ん
で
さ
い
い
た
。
 

試
練

の
日
日
が
ど

こ
ま
で
続
こ
う
と
 

ひ
た
す
ら

い
ど
む

こ
と
を
や
め
な
か
つ
た
。
 

春
が
き
て
冬
が
お
と
ず
れ
 

秋
が
す
ぎ

夏
が
め
ぐ
り
 

藤
の
花

の
き
れ
い
な
日
 

お
前
は
滝
の
上
の
流
れ

に
の
ぼ

つ
た
。
 

そ
し
て
つ
い
に
み
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

水
上
は
る
か
妙
な
る
川
の
営
み
を
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薬 剤 名 濃度 	散 布 量 

デイルドリン 乳剤 300倍 

D D T 乳 剤 400倍 lOm当りL8' 

7ノレドリン24％乳剤 300倍 

ペ ス タ ソ 乳 剤 300倍 

〇稲作・・・・苗代の病虫害の防除を行ないましよう。 

ことしは天候不順のため、つぎの低温害虫が多く発
生するので、 田植前（予防）の苗代には、薬剤散布が
効果的であるから必ず実施する。 

Oひv 務蒜、イネノ、モグリノ、エ、イネヒメノ、 

デイルドリン乳剤の使用は畑苗代に限る0 

◇苗たちがれ病の防除 

根元がかつ色になり枯死している苗を認めたら、畑
苗代では土壊消毒用水銀剤の 1000- 2000倍液を 3・3匹
当りI OCC入れる。折衷苗代では落水して 3・3m当りlC 
C散布し、2--3時間後に水を入れる。 

0りんご・…人工授粉を徹底しよう。 

満開期も曇りや雨の日が多く、霜が予想されます。 

天候が悪く、蜂などの少ないとき、 自然のままでの実

止り率は国光で33%、 自分の花での授精率は13.4％位

です今年は特に花の少ない園地もかなり見うけられま

すが確実にならせるため授粉作業を徹底しよう。 

（農業改良善及所） 

窓
ロ
を
ひ
ろ
げ
、
国
民
の
み
な

さ
ん
が
手
軽
に
相
談
が
で
き
る

よ
う
に
、
市
町
村
に
行
政
相
談

委
員
を
お
く
こ
と
に
な
り
、

当

市
で
は
、
藤
田
平
太
郎
氏

（
市

内
上
平
井
井
町
）
が
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。
 

苦
情
や
意
見
、
要
望
の
あ
る

方
は
、
ご
遠
慮
な
く
気
軽
に
委

員
に
申
し
で
て
く
だ
さ
い
。
 

青
森
行
政
監
察
局
で
は
、
委

員
か
ら
の
申
し
出
に
よ
つ
て
、
 

さ
つ
そ
く
こ
れ
を
関
係
の
行
政

機
関
に
あ
つ
せ
ん
し
て
解
決
を

図
り
、
そ
の
結
果
を
委
員
を
通

じ
て
回
答
す
る
こ
と
に
な
つ
て

お
り
ま
す
。
 

〇
市
民
文
化
会
館
へ
の
忘
物
 

男
子
用
コ
ー
モ
リ
傘
 
四

婦
人
用
衿
巻
 
一

布
ぷ
と
ん
 
（
小
）
 

.（
イ
 
プ
 

ー
 

※
会
館
事
務
室
で
あ
ず
か
つ

て
お
り
ま
す
。
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
 

(5月 11日～ 20日 ） 

福
祉
年
金
（
老
令
、
障
害
、
 

母
子
）
を
う
け
て
い
る
方
は
、
 

毎
年
六
月
中
に
所
得
状
況
届
を

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
 

こ
の
届
出
を
し
ま
せ
ん
と
、
五

月
以
降
の
福
祉
年
金
を
受
給
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
か
ら
お

忘
れ
な
く
届
出
し
て
く
だ
さ
い

届
出
に
は
、
国
民
年
金
証
書
と

印
か
ん
を
持
参
し
て
、
市
役
所

保
険
課
国
民
年
金
係
ま
で
お
い

で
く
だ
さ
い
。
 

行
政
に
つ
い
て
の
国
民
の
苦

情
や
、
意
見
、
要
望
な
ど
を
聴

き
、
そ
れ
を
円
満
に
解
決
し
、
 

行
政
の
民
主
化
を
図
る
た
め
、
 

青
森
行
政
監
察
局
で
は
、
県
内

各
市
町
村
で
、
随
時
巡
回
行
政

苦
情
相
談
所
を
開
い
て
、
行
政

に
対
す
る
国
民
の
苦
情
解
消
に

努
め
て
お
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
 

福
祉

年
金
の
 

所
得
状
況
届
を
 

廿
学
童
を
交

通
事
故

か
ら
守
ろ

う
・
 

児
童
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ

う
と
、
市
で
は
、
こ
と
し
も
市

内
小
学
校
の
一
年
生
一
〇
九
1
1
一

名
に
黄
色
い
帽
子
を
贈
つ
た
。
 

黄

色
 
の
 

帽

子

贈
 
る
 

（
写真
は
南
小
校

の
黄
色
い
帽
子
の

贈
呈
）
 

こ
の
贈
星
式
は
、
さ
る
二
十

八
日
か
ら
各
学
校
ご
と
に
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
が
二
十
八
日
に

は
市
長
、
警
察
の
方
も
出
席
南
 

小
校
五
小
校
の

一

年
生
一
人
一
人
に

黄
色
い
帽
子
を
か

ぷ
せ
て
や
り
、
 一

年
生
た
ち
も
『
黄

色
い
帽
子
ど
う
も

あ
り
が
と
う
』
と

大
喜
び
。
 

5月 21日 

5月 22日 

5月 23日 

5月 25日 

5月26日 

9 時～ 12時 

13時～ 16時 

9 時～ 12時 

13時～ 16時 
9 時～ 12時 
9 時～ 12時 

13時30分～16時 

9 時～ 16時 

5月 27日 	9 時へJ16時 

! 

5月 28日 	9 時へ一 16時 

昭和39年 5 月 5 日 市 政 コ． ス (2) 

      

■■電~●”~““. 

飯詰支所 飯 詰 地 区 

毘沙門 
天自精来所 毘沙門・長富地区 

長橋支所 長 橋 地 区

梅沢支所 梅 沢 地 区

七和支所．七 和 地 区

三好支所 三 好 地 区

中央公民館 栄．中川．松島地区 

中央公民館 
寺町．大世I、旭町．敷島町
雛田．上平井町．中平昇田i・
下乎井 r．柏原町．錦町．幾
島町．末広町．新宮町詞面 

中央公民館 
栄旦.田町・蓮沼．元町．柳 
町新町‘本町七東町．弥生町 
鐘谷町二川端 r.岩木可所i 
屋町．官公庁．学校 

中央公民館 
予定日に検査できなかつた方 

行
政
相
談
委
員
に
 

藤
田
平
太
郎

氏
 

.  

計量器定期検査 日 程 
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